
～環境美化部会～ 

部 会 長：峯松 健 

副部会長： 堀尾 勝宏 

市民いっせいまち美化の日 

の参加をお待ちしています。 
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コロナ禍での中断もあり、久しぶりの開催でしたので 

不安もありましたが、皆さんのご協力で 

             楽しいイベントとなりました。ありがとうございました。 

重住 進（健康づくり部会長） 

 

何年ぶりかの開催でどのくらいの方の参加があるのかと心配しましたが 

子どもたちの参加も多く １００名を超える参加者で安心しました。途中、

道を間違えるというハプニングもありましたが、事故もなく無事終了できま

した。今後も、何卒よろしくお願いします。 

小石・赤崎まちづくり協議会 会長 鈴木 勝 

 

台風の進路でお天気が心配されましたが、晴天に恵まれました。日頃の運動不

足と暑さで少し疲れましたが、美味しい豚汁で吹き飛びました。実行委員の皆さ

ん、参加された皆さんありがとうございました。感謝の気持ちでいっぱいです。 

赤崎市民センター館長 山本章子  
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令和5 年7 月1 日発行 

部会活動だより 
～2023 年 5 月 19 日総会により

役員が決定しました～ 

会員数 63名 出席者30名 委任状29名

です。 よろしくお願いします。 

会 長：鈴木 勝 

副会長：佐藤 敦男（兼任） 

副会長：豊田 敏子（兼任） 

会 計：吉田 正彦 

会 計：鹿瀬島 昌弘 

幹 事：永田 彰 

幹 事：久原 賢一 

事務局長：福永 俊吉 

館 長：山本 章子 

役員会は、毎月第二火曜日です 

～健康づくり 

部会～  

部 会 長：重住 進 

副部会長：柿内 よし子 

あるきing への参加ありがと

うございました。 

～生涯学習部会～ 

部 会 長：大杉 敦彦 

副部会長：寺西 隆 

グランドゴルフ大会の参加

をお待ちしています。 

 

～防犯防災部会～ 

部 会 長：山田 豪 

副部会長：佐藤 敦男 

12 月に 防災訓練 

夜警パトロール

を予定しています。 

～総務・広報部会～ 

部 会 長：加藤 かおり 

副部会長：藤武 隆文 

今年度も「まち協だより」

の年 2 回発行を予定して

います。 

～保健福祉部会～ 

部 会 長：豊田 敏子 

副部会長：渡邊 由美香 

ふれあい昼食交流会・高齢者バ

スハイクへの参加お待ちして

います。 

今年度も どうぞ 

よろしく 

お願いします。 

６月３日（土）あるき ing開催 



～みんなが主役～ 
小石・赤崎校区まちづくり協議会 
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★★編集後記★★ 

前号、赤崎小学校の二宮校長先生に寄稿いただき今回は、向洋中学校と 

小石小学校の校長先生ご挨拶をいただくことができました。-と言うの

もアフターコロナとなり三校の学校運営協議会が 5 月に開催されまち

づくり協議会役員も委員として会議に参加したという経緯からです。無

理なお願いにもかかわらず、快く引き受けていただきありがとうござい

ました。 

 

 

話は変わりますが、この町のランドマークでもある風車１０基が運転開

始から２０年たち この6 月に発電事業を終え 来年3 月までに撤去さ

れることが決まっています。ご存じでしたか？現在、洋上に２５基の風

車が建設中とのこと。我が子が中学生の頃を思い出しました。。お疲れ様

でしたなどと、ちょっとセンチメンタルになってしまいました。今年は

行事も復活し慌ただしくなりそうです。          Katoh                             
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「あたりまえのことがあたりまえにできる生徒を目指して」 

北九州市立向洋中学校 校長 山本 直人 

 

令和５年度の向洋中学校は、３年生４５名，２年生４０名、１年生は４９名 合計１３４名 ６クラスでス

タートしました。1 学期は、1 年生のふれあい合宿（かぐめよし少年自然の家）が５月 17 日から２泊３日で

予定通り実施できました。また、3 年生の修学旅行（京都・奈良）が６月２日から２泊３日で予定されていま

す。 

2 年生は 3 学期の 2 月に修学旅行（関西方面）を予定しています。学校行事が通常通りになってきたことは

大変喜ばしいことです。２学期には体育大会や文化発表会なども予定しています。今年度は、地域の方にも参

観していただけるように計画していますので、よろしくお願いいたします。 

さて、私は、４月の始業式で全校生徒に『あたりまえのことがあたりまえにできる生徒を目指してほしい』

とお願いしました。集団生活をする上でのルールやマナーをしっかり守ろうということです。挨拶をするこ

と、時間を守ること、服装を正しくすること。そして責任ある行動を取ること。この『あたりまえのこと』は、

どんな社会でも求められることです。これらが、あたりまえにできることこそが、人として成長するというこ

とではないかと思います。これからも、向洋中学校の生徒全員が『あたりまえのことをあたりまえにできる生

徒を目指して』自分を磨き、可能性を広げ、人として成長することを期待しています。そして、向洋中学校を

生き生きとした素晴らしい学校にしたいと教職員一同頑張っていきます。地域の皆様には、向洋中学校区の

子ども達を温かく見守っていただけるよう今後もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                        

                                   

                       

                            

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

小石小学校と「こいしのまち」 

北九州市立小石小学校 校長 牛尾 直樹 

 

 学校と地域は切っても切り離せない関係にあるとはよく言われますが、この小石校区もその例にもれませ

ん。学校の職員は、数年したら異動を余儀なくされますが、地域の方々はこれまで何年も何十年もこの地域

に腰を下ろし、これから先何年、何十年と住まわれていく方々ですから、「こいしのまち」に対する愛着もひ

としおであろうことは言うまでもありません。我々小石小学校では、こうした地域の方々から送り出された

お子さんをお預かりし、地域に返していくこともまた一つの大きな使命でもあります。そのため、地域の要

望をお聞きし、それを学校教育の場に盛り込んでいく必要があるわけです。 

近年、学校運営協議会という組織を発足し、地域と保護者、学校が一丸となって子どもたちを育てていこ

うとする機運に満ちています。小石小学校では、授業参観や学校行事などの特別な日ではなくても、保護者

や地域の方々にいつでも学校にお越しいただき、日々の子どもたちの様子を自由にご覧いただきたいと考え

ています。事前にご連絡いただければ、いつでも参観なさってください。 

地域の子どもは地域で育ちます。その大切なお手伝いを、小石小学校は担っていきたいと考えています。

今後とも、小石小学校に対するご理解とご協力を、どうぞよろしくお願いいたします。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


